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短　　報

今治市沿岸で確認されたキクメイシモドキ

小林　真吾 *

Abstract： A hermatypic coral, Oulastrea crispata was found in the shore region of Imabari city, on the mid-western 
area of Seto Inland Sea. O. crispata was found in rock shore of Kamoike beach, and clinging to granite base rock of 
lower intertidal zone. Colonies of O. crispata were relatively small, usually less than 10cm in diameter. 
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1　はじめに

キクメイシモドキ Oulastrea crispataは造礁サンゴの一
種で，日本沿岸域に分布する造礁サンゴの中でも最も北
に分布する．また沈殿物等による濁りに対する耐性も強
いことから，ほかの造礁サンゴが生育しないような内湾
や干潟にも生息することが知られている（西平・Verón，
1995）．
日本沿岸における本種の分布は，太平洋岸では千葉県
南部，日本海沿岸では能登半島と佐渡島で確認されてい
るが，瀬戸内海における本種の分布についての記録は少
ない．岡山県や広島県沿岸では比較的最近の観察記録
があり，中でも広島県大崎上島の沿岸域では，本種の
探索を目的とした潜水調査が行われている（清水ほか，
2007）．この調査の結果では，本種は大崎上島周辺の海
域で広く分布している可能性が示唆されている．
愛媛県の沿岸海域のうち，黒潮の影響で南方系要素の
強い宇和海海域では多くのサンゴが群生しており，海域
の一部が足摺宇和海国立公園に指定されている．同公園
海域における近年の詳細な調査によれば，他の造礁サン
ゴとともにキクメイシモドキも確認されている（環境省
自然環境局山陽四国地区自然保護事務所，2005）．一方，
愛媛県の瀬戸内海沿岸ではサンゴ類の生育確認に関する
記録自体が極端に少なく，非造礁性のオノミチキサンゴ
については観察の記録が見られるものの，キクメイシモ
ドキの生育記録については，文献等で確認できる確実な
情報がほとんど存在しない．
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筆者は，2015 年から 2016 年にかけて今治市西部の鴨
池海岸においてキクメイシモドキの生育を確認したの
で，ここに報告する．

2　鴨池海岸の環境

愛媛県今治市の鴨池海岸は，市域の西部，旧大西町九
王地区に位置する小規模な海岸である．（図 1）高縄半
島北端に近い梶取ノ鼻から旧大西町，その西隣の旧菊間
町にかけて連なる弧状の地形の最奧部に位置し，内湾的
要素が強い．特に海岸の北側は，小規模ながら磯が張り
だした形状となっているため潮通しは悪く，透明度は低
い．一方で波が穏やかであることから周辺には造船所が
立地するほか，ボート競技の練習にも利用されたことが
ある． 
鴨池海岸は，砂浜と磯浜が連続し，最大干潮時には前
浜干潟が干出する．また海岸背後の森林と海岸の間に人
工構造物がなく，良好な環境の残る海岸の一つである．
砂浜，磯，干潟の生物が一度に観察できる数少ない場所
であることから，周辺の他の海岸と比べて海岸生物の観
察会が比較的多く開催されている．当館では海辺の生物
を観察する自然観察会を定期的に実施しており，過去 5
年間にわたり鴨池海岸で観察会を実施している．さらに
筆者は外部からの依頼による自然観察会でも同海岸を利
用しており，観察頻度は他の海岸に比較しても多い場所
といえる．
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3 　キクメイシモドキの生育状況

キクメイシモドキは，2015 年 6 月 7 日に海岸北部の
磯の潮間帯下部において，自然観察会の予備調査中に
確認された（図 2）．確認当日の潮は中潮で，最大干潮
の潮位は今治港で 56cmであった．キクメイシモドキは
最大干潮時近くで干出する岩盤上に生育しており，長径
10cm程度の群体 3個体が確認された．
さらに 2016 年 7 月 3 日に，同じ鴨池海岸で海辺の生
物の観察会を実施し，最大干潮時近くで干出する岩盤上
において長径 10cm程度のキクメイシモドキの群体 5個
体を観察した．この日の潮位は中潮で，最大干潮の潮位
は今治港で 42cmであった．
一般的に，キクメイシモドキの群体サイズは，多く
が 10cmに満たないとされており，今回確認された群体
は，同種の最大サイズに近いものと考えられる（西平・
Verón，1995）．キクメイシモドキの成長速度について確
実な情報は得られていないが，塊状の造礁サンゴの 1種
は 1cm／年程度のものがあり，本種も少なくとも過去
数年間のあいだに成長して現在に至っているものと考え
られる．なお，大崎上島では転石上などでも容易に確認
されるが，現在までのところ鴨池海岸では転石上での生
育は確認されていない．

4 　愛媛県におけるキクメイシモドキの分布に関する考察

愛媛県の沿岸海域では，かつて南予地方でサンゴ類の
調査が多く行われ，発表されてきた（例えば伊藤，1972
など）．これらは足摺宇和海国立公園指定の際に実施さ
れた調査の報告や，それらの総括として構成されたもの
であるが，こうした報告の中にはキクメイシモドキは見
当たらない．おそらく時代的な背景もあり，国立公園や
観光資源としての造礁サンゴ類が注目されてきたため，
内湾域に生息する本種は認識されてこなかったと考えら
れる．
愛媛県内では，愛媛県立博物館が中心となって運営し
ていた愛媛自然科学教室によって過去 50 年以上にわた
り県内各地の海岸で海岸生物の観察会が実施されてい
る．瀬戸内海沿岸では，松山教室による観察会が梅津寺，
白石鼻，中島周辺で，今治教室による観察会が今治市小
島，吉海町大島・津島などで実施されているが，これら
の観察会の記録にはキクメイシモドキは現れない．
当館には旧愛媛県立博物館から移管された様々な動物
標本が収蔵されており，その中には愛媛県沿岸で採集さ
れたサンゴの骨格標本が含まれている．サンゴ骨格標本
の多くは県立博物館が発足した昭和 34 年に，土佐清水
市在住の黒原和男氏を通じて入手したもので，産地は渭
南海岸（愛媛県と高知県の県境付近）のものを中心に琉

球列島，奄美群島，大隅半島など南方海域から調達され
ている．これらの標本に関しては，写真を多用した図譜
形式の目録が刊行されている（八木，1970）が，この中
にはキクメイシモドキは写真・生息記録ともに収載され
ていない．
一方，県立博物館から移管されたサンゴ骨格標本は，
前述の黒原氏によるコレクション以外にも少数が存在
し，その中に県内産のキクメイシモドキの標本が 1点収
蔵されている（図 3）．この標本は，松山沖の中島で採
集されたもので，島の南東部に位置する大串海岸の久
兵衛小島という陸繋島で採集されたものである．サン
ゴの群体は長径 11cm×高さ 7cmの花崗岩礫の，表面の
50％以上を覆うように付着しており，キクメイシモドキ
の群体のサイズとしては大きく生長したものと考えられ
る．残念ながら，採集年月日および採集者のデータが存
在しないため，詳細は不明である．
愛媛県では，2003 年と 2014 年にレッドデータブック

（以下 RDB）を刊行しており，この中で海産動物という
生物群が取り上げられているのが一つの特徴となってい
る．この RDB編纂の成果の一部として，県内で確認さ
れている生物種の目録が愛媛県のホームページ上でも公
表されている（愛媛県 HP）．この目録の海産動物では，
キクメイシモドキの属する刺胞動物門花虫綱として 13
種が記載されているが，いわゆるサンゴ類としてはキサ
ンゴ科の 1種，Dendrophylliidae sp.が記載されているだ
けで，キクメイシモドキの記述は見られない．
文献に基づかない近年の記録としては，松山市付近の
海岸で海洋生物の観察・採集を行っている際に偶発的に
観察された例がある（柴田健介氏私信）が，群体数や生
息範囲などの詳細な記録は得られていない．
以上のように，愛媛県沿岸におけるキクメイシモドキ
の生育・分布については，文献上でも観察記録でも，確
認できる情報が極めて少ない．これらの他にも観察例は
あるものと推測できるが，生息範囲が最低潮位でも干出
しないこと，さらに群体が黒色を基調とした色調で視認
性が悪く，これまで観察者に認識されていなかった可能
性が高いと考えられる．また，面的に固着するため採集
が困難であることから標本として残しにくく，認識が遅
れた要因の一つと考えられる．

5　おわりに

瀬戸内海に生育するサンゴとしてはオノミチキサンゴ
が知られており，広島県および島根県において準絶滅危
惧種に指定されている．一方，キクメイシモドキは北限
に近い石川県において準絶滅危惧種に指定されているの
みで，瀬戸内海沿岸では保全対象とはなっていない．本
種の愛媛県沿岸での生育記録は断片的であり，現状では

02小林真吾.indd   20 2017/02/24   14:29



小林　真吾

－ 21 －

絶滅危惧種と捉えるべきかどうかも不明であるが，良好
な環境を維持した内湾的環境の指標生物としての可能性
が考えられる．
愛媛県の沿岸域における海岸生物の記録は，観察の容
易な潮間帯の情報は多いものの，潮下帯以深の生物に関
する情報収集やインベントリー作業が遅れている．本種
についても県内各地の海岸を網羅的に観察し，分布や生
態に関する知見をさらに収集し，保全の必要性について
検討する必要がある．こうした網羅的な調査を行うこと
で，多様な海洋生物の情報が得られれば，絶滅危惧種の
情報集積だけでなく，それらの情報を活用した地域ごと
の海洋教育プログラムなどを展開することも可能と考え
られる．
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図 1   キクメイシモドキの生育が確認された鴨池海岸

図 2　鴨池海岸で確認された個体

図 3　愛媛県立博物館から移管された中島産のキクメイシモドキ
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